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実験 1 実験室レベルでのス トレスの消長時における鼻部皮膚温度の測定



































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
患者のこころの状態を把握することは､安全かつ円滑な歯科診療を施すうえで必要不可欠
である｡特に､コミュニケーション能力が発達途上にある小児の歯科診療において､患児のこ
ころの状態を把握したうえでの適切な治療は､彼らの歯科に対する不安や恐怖心を最小限にと
どめ､受診画連による症状悪化の予防につながると考えられる｡そうした理由から､歯科診療
中の心理状態をより客親的に評価する方法を確立する必要がある｡そこで､歯科診療全般を通
して､患者の心理状態をサーモグラフィによる鼻部皮膚温度測定より推測する方法を確立する
ために､実験1では､氷刺激以外のストレッサ-が存在しない厳しく管理された実験室条件に
おいて､これまでに十分調べられていないストレス状態から回復する過程も含めて､鼻部皮膚
温度を連続的に測定し､心理状態との関係性を明らかにすることを日的とし実験を行った｡そ
の結果､氷刺激による冷たさや痛さの知覚レベルおよび不安レベルが上昇する時､同時に､井
部皮庸温度は低下することが明らかになった｡そして､氷刺激停止後に知覚レベルおよび不声
レベルが時間の経過とともに減少する時､すなわち､心理的回復期において､鼻部皮膚温度は
同時に上昇し始め､実験開始時の温度にまで達することが明らかになった｡ 以上から､これら
の関係性を利用することで､サーモグラフィによる鼻部皮膚温度の測定から､痛みや不安の増
減を推測できる可能性が示唆された｡しかし､実際の診療場面では､実験1で行ったように鼻
部皮膚温度の連続測定は困難である｡そこで､実験2では､実用化を目的に､より診療室に近
い希境を使用し､さらに測定法を臨床応用可能なように簡易化するために､心理状態の変化と､
｢氷刺激開始時｣､｢氷刺激停止時｣､｢氷刺激停止5分後｣､｢氷刺激停止10分後｣の4タイムポ
イントで､鼻部皮膚温度との関係を調べた｡その結果､痛みや不安を強く感じている時の井部
皮膚温度は有意に低下し､痛みや不安から回復すると温度は上昇し､実験1と同じ結果が得ら
れた｡よって､これらの結果から､診療室においても任意の期間の心理状態の変化を鼻部皮膚
温度から推測できる可能性が示唆された｡
以上､本研究は､サーモグラフィによる鼻部皮jf温度測定から心理状態を推測する評価
法を確立し､さらに､臨床応用を見据えて､方法を簡易化するなど測定方法に改良を加えた
点は評価に値する｡
よって､本申請論文は博士 (歯学)の学位論文に値すると考えられる｡
